
 

 

  自治会 回 覧                          スローガン「住んでよかったと思えるまちに」   

 

 

                           

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

   
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

週末の大雪で道路事情が悪いなか、中村地区社協の全体研修会で 

「(市)お届けバラ講座 認知症を知ろう」を学びました。 

・日時  平成 26 年 2 月 16 日（日）中村自治会館 

・講師  綾瀬市役所高齢介護課   橋本 寿久氏 

・出席者 ２1 名 

・内容  認知症を知って地域で支える必要性を学びました 

    ・高齢者の 10%が認知症を有する 

・認知症の人への対応の心得“３つの「ない」” 

① 驚かせない ②急がせない ③自尊心を傷つけない 

・「施設入所」より「住みなれた地域で暮らす」方向に 

詳細につきましては、綾瀬市の窓口（高齢介護課）または、中村 

地区社協・民生委員にご遠慮なくご相談願います。 （記：阿部） 

平成２6 年 3 月１日[第 49 号] 

綾瀬中村地区 社会福祉協議会 
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今井悦子さん 33-4625 

遠藤千代子さん 77-9522 

 

 

 

 

  

 

岩井勇夫さん 76-5642 

小山庄一さん 77-0046 井上勝之さん 77-0545 

稲村絹枝さん 77-7392 

峯尾 始さん 78-2969 

小林尚子さん 79-1494 

多田明美さん 78-0707 
 菅原しのぶさん 77-3180 

中村地区 民生･児童委員 

中央地区 主任児童委員 
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長後座間線 

自治会館資料ラックに在庫多少あります 
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民生･児童委員は地域福祉を支援する身近な相談

相手であり、行政や専門機関をつなぐパイプ役を

務めます。(図中に、区・氏名・電話番号を示します) 
 

中村地区社協のメンバーである民生･児童委員、

主任児童委員の方々が平成２５年１２月１日付

で改選になりましたのでご紹介します。 

 
 

 



 

 

中村地区社協だより 平成 26 年 3 月 1 日 第 49 号          スローガン「住んでよかったと思えるまちに」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行 : (会長) 岩井 勇夫 Tel. 76-5642 

編集 : 広報部会 

綾瀬市社会福祉協議会のホームページにも掲示しております 

[綾瀬市社会福祉協議会でクリック]or http://www.ayase-shakyo.or.jp/ 

つわぶき  
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★活動パネル展示(A0 サイズ) 
12 月社協「あやせ福祉ふれあいまつり」 

 

★子育て広場「いちご」(未収園児とその保護者が対象・自治会館) 
12 月のクリスマス会に、お子さん 39 人、27 家族の大勢のみなさん

が参加され大変にぎやかでしたよ。 

とても楽しい”綾南かっぱの会”の演劇を見て、サンタからプレゼントを

もらって笑顔の一日でした(後日に集合写真が配られました)。 

 

★「お互いさま山の根」訪問交流 
11 月に「逗子市の山の根自治会」を理事等

15 人で訪問し、注目されている「地域安心

生活支援ｻﾎﾟｰﾄ事業」をお聞きしました。 

「助け上手・助けられ上手」などの「お互

いさま支え合い活動」が参考になりました。 

☆子育て広場「いちご」予定   
3/26(水)通常     

4/23(水)節句祭り 

5/28(水)通常 

6/25(水)七夕祭り 

 

 

 

申し込みは 2/28 で〆切りました。 

申し込みされた方は、お忘れなくご出席ください。 

3 月 16 日(日) 
受付 10 時 30 分、中村自治会館です 

♪楽しい歓談のひとときをおすごしください♪ 

 

            

 

昨年 4 月の総会で中村地区

社協会長職を受けて早くも

1 年が過ぎようとしていま

す。 

中村地区社協は、自治会・民

生委員・老人会・健全育成 

会や婦人防火等多くの地域団体のご協力を得て

構成され、現在 41 名が地域にお住まいの方の

福祉の増進を目的に活動して参りました。 

H25 年度からイベントを縮小し、高齢者と未就

園児の対応に絞りました。 

高齢化社会に向かい活動がどうあるべきか、 

地域要援護者の登録拡大、介護保険や生活保護 

制度の適正利用等に関心を持って進めました

が、その成果は乏しく地味な結果となりました。 

しかし、H26 年度もこの方針で進めたく、これ

からの重点課題は次のように考えております。 

1. 災害時要援護者の登録促進とお近くの 

日常連絡先(友人)の確立 

2. 介護保険の適正利用促進 

3. 地域活性化となんでも相談 : 自治会と共

に「住んでよかったと思えるまちに」の 

スローガン達成のため活動します 

地区社協メンバーだけでは、地域でお困りの方

を見いだすには限界がありますので、地域のみ

なさまのご支援とご協力をお願い致します。 

 

中村地区社協の1年を振り返って 会長 岩井 勇夫 
 

☆地域要援護者登録☆ 
支援を必要とする高齢者や障害者が登

録されると、自治会･地区社協が災害時

の安否確認や避難支援活動を行います。  

市福祉総務課、地区社協メンバー(お近

くの民生委員含む)等に問合せください。

自治会に加入しましょう。 

 

☆「高齢者お食事会」のお知らせ 
 


